
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

にじが丘自主防災会だより NO.２ 
令和 ２年 ８月１５日 

発行者：自治会自主防災会 

発行責任者：小田 徳美 

にじが丘防災士会を開きました。 

 令和２年度の防災士会を８月１日（土）１６時から開催しまし 

た。今回の会議では、まさかの災害時に要支援者をどのように誘 

導するかを協議する課題があるので、にじが丘の民生委員さん２ 

名にも出席いただき、独居高齢者の事や高齢者夫婦の様子などに 

ついて、個人情報の詳細には触れず、情報提供できる範囲でアド 

バイスを頂きました。 

            今回の会議では、本来、各防災士８名がこれまで分担している

大分市の「要支援届出者」の情報整理及び、年一度、自治会長同

伴で要支援者宅訪問を行っている、その実施日程を協議する計画

でした。しかし、昨今の新型コロナウイルス感染拡大が大分県内

でも連続して再発しているため、訪問先様にご迷惑をおかけしな

いよう、今年度は、訪問を中止することとしました。 

災害時「要支援者」誘導についての課題も話し合いました。 

 現在、にじが丘自治会内には、７０歳以上の高齢者が３０２人(令和２年８月現在)居住
されており、老人会には１７４名が加入されています。なかでも、高齢者単身世帯や高齢  

者夫妻のご家庭がお元気に暮らしておられます。 
   その内、高齢単身者は、民生委員さんが日ごろ支援さ

れていますが、それ以上に高齢者二人所帯の情報はあり

ませんから、万が一この地域が被災するという場面で、
どのように「共助」の役割を働かせることが出来るのか、
これから研究・検討が求められています。 
にじが丘では、サロン委員会が中心となって「交流サ

ロン」を実施していますが、コロナ禍では、ますます外出が難しく動けなくなる一方です。
そうした高齢者への対応・対策が、自治会及び自主防災会としての大きな課題です。 

 
「梅雨明け宣言」出ました。 

  ふた月前の６月１１日に九州北部地域が、梅雨入 
りしましたが、今年は、例年になく７月下旬まで長 
期間の梅雨となりました。九州北部地域は、７月 30 
日にやっと梅雨明けが宣言されました。 
この梅雨期間に県内では多くの地域で水害が発生 

し               しました。そして、多くの被災地と犠牲者をだして 
しまいました。 
また、８月に入り台風４号が発生しています。今 

                年は、７月末まで日本列島に襲い掛かる台風の発生
がありませんでした。 
過去の歴史を辿ると、そうした年は逆に８月以降

に数多くの台風襲来があると言われますので、台風情報には要注意です。その意味では、
いざという時の「マイ・タイムライン」の作成が重要になっていると思います。 

（裏面につづく） 

 

 

 

 

 

 

県防災活動支援センターの方々 

「梅雨明け宣言」の日の天気図 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和２年７月豪雨災害」について 

令和 2 年 7 月豪雨は、7 月 3 日から 7 月 31 日

にかけて、熊本県・大分県を中心に九州や中部地

方など、日本各地で発生した集中豪雨です。 

命名は 7 月 9 日に、当時継続中だった大雨を気

象庁が行い、8 月 4 日には豪雨の期間を 7 月 31

日までの間と発表したものです。 

球磨地方はもとより、大分では天ヶ瀬地域や由

布市が大きな被害を受けています。 

 

「マイ・タイムライン」は……。 

マイ・タイムラインは、住民一人ひとり

のタイムラインであり、台風などの接近に
よって河川の水位が上昇する時に、自分自
身がとる標準的な防災行動を時系列的に整
理し、とりまとめるものです。時間的な制
約が厳しい洪水発生時に、行動のチェック
リストとして、また判断のサポートツール
として活用されることで、「逃げ遅れゼロ」
に向けた効果がとても期待されています。 
実際、防災演習（研修）などで、災害想

定に基づき「実際にどう動くか」学習しな
がら災害時行動を時系列的に取りまとめる
経験ができます。 （参考：県 HP から転載） 
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風水害に関する情報は・・・・・。 

                近年、台風

の大型化、集

中豪雨、ゲリ

ラ豪雨などと

いう表現を頻

繁に聞くよう

に な り ま し

た。このよう

な場合は、先

ず、「大分市公

式アプリ」や、

「大分県公式

防災アプリ」、

気象庁ホーム

ページで「高

解像度降水ナ

ウキャスト」

などで雨が降

る状況を確認

することがで

きます。 

この他、風水害に関する情報や防災全般

に関する情報は“防災は事前対策が８割！

“との観点から、今後、本紙「にじが丘自

 

 

いざ避難！の準
備お済ですか？ 

防災士 小嶋 秀行 

 

 

 

我が家の 
防災対策 

 

 

 

 

とりあえずの品揃え 大分県防災アドバイザー 花宮広務さん（元大分気象台長）連載（朝日新聞） 

日田市天瀬町 

温泉街の右岸左岸を結

ぶ鉄橋が壊滅的被害に 

由布市庄内町 

小野屋地域の大分川が

氾濫。右岸左岸を分断 


